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組合概要・沿革

【沿　革】
平成10年　　小松市森林組合が事業主体となり那谷工場を建設
平成12年4月 加賀市,山中町,小松市,辰口町の森林組合が合併
　　　　　　し『かが森林組合』発足
平成17年5月 FSC認証及びCOC認証取得
平成19年4月 白山森林組合と合併し現在の管内となる
平成25年5月 有川組合長より田中組合長に交代
平成27年2月 チップ工場稼働
平成27年5月 FSC認証終了
平成29年7月 SGEC認証取得
 
【概　要】
組合名　かが森林組合
所在地　本所・小松支所　〒923-0181 小松市長谷町ﾖ244番地
　　　　加賀支所　　　　〒922-0831 加賀市幸町2丁目90番地
　　　　白山支所　　　　〒920-2321 白山市吉野ｹ6番地
　　　　辰口出張所　　　〒923-1224 能美市和気町い19番地
　　　　那谷工場　　　　〒923-0336 小松市那谷町金1番地
 

項　　目 内　　容　（平成29年3月末現在）

　名称 　かが森林組合

　代表者 　代表理事組合長　田中　隆平

　設立年月日 　平成12年4月1日

　出資金 　276,968,500円

　組合員数 　6,500名

　役員数・総代数 　24名・250名

　管内森林面積 　113,975ｈａ

　民有林面積 　86,189ｈａ

　従業員数（臨時含む） 　36名

　作業員数（外注） 　約80名

　　　　　　　　　　　　　【石川県木材業者登録】石木振協第1232号



事業内容

指 導 事 業

林産組合組織

管内各集落に林産組合組織を立ち上げ、林産組合長さんが
森林組合と組合員のパイプ役となり、合意形成の取り纏め
等を行って頂いています。
また、各集落からの要望等は林産組合長を通じ森林組合へ
していただく仕組みとなっており各集落の総意を反映した
事業を実施することが出来、円滑な組合活動が可能となっ
ています。

協力事業体

当組合には、直営の現場作業員制度はなく、すべて請負形
式によります。請負事業体は、会社組織から個人経営まで
様々ですが現在18社約90名の方々に働いて頂いています。
請負事業体では、『かがみどり会』という組織を立ち上げ
、安全衛生や、社会保障制度等各種勉強会を開催し相互の
意見交換の場としています。（現地研修）

地区座談会

2月から3月にかけて、管内16会場にて組合の実施してきた
事や、これからやりたい事など、組合員さんと膝を交えた
座談会を開催しており、平成28年度は総勢800名の方々に参
加頂きました。



事業内容

販 売 加 工 事 業

那谷工場

工場にて、市売り業務、加工業務を行っています。
 
市売り業務 → 毎月第4水曜日に実施しています。
 
加工業務では、建築用材(柱、間柱)工場と土木資材工場が
あり、集団間伐地から出荷された木材を有効利用していま
す。

材の流れ　　(H28.4.1～H29.3.31)

　　　　　　　　⇒　大型工場等へ直送　
　　　　　　　　　　4,785立米
 
間伐現場等より　⇒　市売り
21,521立米　　　　　4,163立米
　　　　　　　　　　　　　　　　　製材品等 2,251立米
　　　　　　　　⇒　工場加工　⇒　土木資材 787立米
　　　　　　　　　　12,573立米　 チップ等 6,660トン

チップ生産場

㈱コマツへバイオマスボイラー用燃料として木質チップを
納入しています。
（平成32年度目標　7,000ｔ：W/B 30％）

薪販売

かが森林組合では、環境を良くするため伐採した広葉樹を
薪に加工し販売しています。
【平成26年度販売状況 231ｔ】
 



事業内容

森 林 整 備 事 業

集団間伐事業

複数の森林所有者の同意を得て集団的に間伐を実施し、木
材を那谷工場へ搬出し有効利用しています。
 
【事業の流れ】
　同意を得る(経営計画) → 見積書の作成 → 着手承諾を
得る → 作業実施 → 完成 → 完了確認を得る → 清算

境界明確化事業

森林所有界が判らなくなってきている現在、次世代に財産
を引き継ぐために、少しでも多くの境界が明確になるよう
取り組んでいます。
 
事業の同意を得る → 境界の立ち会い → 両者境界境を挟
んで写真を撮影し、組合で管理します。 → 成果品作成

皆伐・再造林への取組

森林の公益的機能の維持、向上や持続的な林業活動を行っ
ていくためにも、令級構成の平準化が必要です。

作業道補修

組合独自の作業道補修積立金により管内作業道の補修をし
ています。



業績

取 扱 い 推 移

過去5年間の集団間伐推移

間伐実施は森林整備事業、材の取り扱いは、販売事業であ
り、それぞれ完了時点で収益を計上している関係上、面積
と材積は必ずしも整合していません。
全体的に、間伐が減少している傾向にあります。
初期の間伐を終えた箇所が多くなってきているのが要因と
考えられます。

過去5年間の広葉樹伐採の推移

平成２３年度から、老齢化した広葉樹を中心に、伐採し広
葉樹の有効利用しながら、萌芽更新させ広葉樹の若返りを
図っています。
 
伐採した広葉樹は、薪生産や、オガコ生産に利用されてい
ます。

過去5年間の切捨て間伐推移

切捨て間伐の主な事業は、平成19年度から導入された「い
しかわ森林環境税」による、手入れ不足人工林の整備によ
るものです。
この、事業においても、整備が進み、実施量は年々減少傾
向にあります。

過去5年間の主伐（支障木伐採含まず）推移



業績

取 扱 い 推 移

森林境界明確化の推移

平成21年度より、毎年５５０haの境界明確化に取組んでき
ましたが、予算の関係上、平成28年度からは、約１００ha
、取扱量が減少しました。
境界明確化は、時間との勝負なので、これからも、積極的
に取り組んでいきたいと考えています。

那谷工場取扱状況

那谷工場への出荷量は、年間約１５千立米で推移していま
す。市売り量は、年々減少している傾向にありますが、市
売りよりも工場での加工や、大型工場への直接出荷などに
重点を置きつつあるためです。

那谷工場では、隣接した、南加賀木材協同組合と連携し、
地域産材の有効利用を図っています。主力製品として建築
材料では、柱、間柱を中心に生産しています。また、公共
土木資材としての木材利用も積極的に取り組んでいます。



業績

経 営 状 況

平成24年から林産組合長さん方を通じて組合員の方々に説
明しながら進めてきた「森林経営計画」は現在４６団地２
３千ｈａあまりの５年計画を樹立することが出来ました。
また、集約化業務を進める新しい資格「森林施業プランナ
ー」にも当組合より受験者４名全員合格し、今後、資格を
大いに生かし計画区域を拡大しながら、森林整備を進めた
いと思っています。

流動比率：企業の短期的支払能力を判断する指標で170％
          以上が良好とされています。
自己資本比率：企業の安全性をみるもので、高ければ高い
              ほど資本の安全性が高いといえ、30%以上
              が望ましい。
固定比率：固定資産に投下された資本がどの程度自己資本
          によって賄われていいるかを示す比率で100%以
          下が望ましい。



こちらから
携帯サイトを
ご覧になれます

WEBSITE：http://www.kaga-forest.or.jp
E-mail：komatsu@kaga-forest.or.jp

FAX：0761-46-1177
TEL：0761-46-1341

〒923-0181
石川県小松市長谷町ヨ244番地
 

かが森林組合

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

